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協会誌『大地』発行・編集

　もうまもなくあの忌まわしい大震災から２年が過ぎよう
としています。未だ復旧すら終わっていない地域、既に復
興に立ち上がっている地域と様々ですが、われわれが大切
にしなくてはならないことは「あの震災を忘れず、後世に
伝え続けて行くこと」だと思います。その意味でも、本号
の「技術報告」は、我々の協会員が関わった震災業務につ
いて掲載いたしました。また、「現場のプロに聞く」で
は、がれき処理に心血を注いでいらっしゃる技術者にイン
タビューをいたしました。
　さて、昨年末の総選挙により政権が代わり、国内経済、
とりわけ建設業界には活気が出てきました。今年は巳年で
す。一般的な蛇は脱皮をしないと生命を維持することも、
成長することもできないと聞きました。我々の「大地」
も、会員の皆様により愛されるために成長をしたいと考
え、別紙にアンケート用紙を用意いたしました。忌憚のな
いご意見を賜れば幸いです。今後も「大地」が、会員皆様
のオアシスになれるよう努力して参ります。

（広報委員会　熊谷茂一）
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報告
平成24年度・出前講義の紹介
新田洋一

国土交通省  東北地方整備局
との意見交換会
高橋克実

宮城県土木部との意見交換会
高橋克実

人物往来
宮城県理事・広報副委員長を拝命して
熊谷茂一

人生儀礼
昆　孝広

おらほの会社
新協地水（株）の巻
谷藤允彦

現場シリーズ
「現場のプロに聞く（がれき処理）
文学エッセイ
  南小泉あたり ～地域に眠る記憶をたどって
村上佳子

協会だより
協会事業報告
平成24年度通常総会
平成24年度（2012年度）地質調査技士資格検定試験
平成24年度（2012年度）新春講演会並びに賀詞交歓会
平成24年度（2012年度）「地質調査技士登録更新講習会」報告
平成24年度（第35回）「若手技術者セミナー」報告
平成25年（2013年）新春講演会並びに賀詞交歓会

東北地質調査業協会　会員名簿
正会員
準会員
賛助会員

編集後記

年頭のご挨拶
早坂　功

最新東北の地質
福島県の地質
蟹澤聰史／相田　優

トピックス
各地の残すべき地形・地質
ゆざわジオパーク
見えない火山を探しに行こう！
畑山良栄

八峰白神ジオパーク
白神山地の恵みに生きる
工藤英美

技術報告

宅地地盤の地震被害調査における
表面波探査の有効性について
佐藤仙一／佐々木利明／三嶋昭二

津波による海岸堤防の被災状況調査
下川大介／太田史朗／坂上敏彦／佐藤祥昭／半場康弘

東北地方太平洋沖地震により被災した
河川堤防の開削調査事例
加藤政文／梶原保志／杉山洋介

寄稿
女性からのひとこと
山下智恵

地質調査技士に合格して
伊東孝明／松村大志

応用地形判読士を受験して
高見智之

若手技術者セミナーに参加して
窪山　篤／杉澤大輔／小峰佑介

みちのくだより
山田憲男／佐藤美紀
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写真提供　磐梯山噴火記念館 副館長 佐藤　公 氏

写真提供　（株）東北開発コンサルタント　羽生田　宏

長谷弘太郎 元理事長揮亳
磐梯山と桧原湖 （日本の地質百選のひとつ）

大津波に耐えた松島湾 鐘島
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